
1

計画（素案）の改訂概要について

１ 計画構成の変更
計画（素案）は，計画の改訂について，適正配置の基本方針，適正配置を進めるに当たっての留意点，

ブロック別計画の４つの大項目で構成します。

現計画 改訂案（素案） 改訂の概要

旭川市立小・中学校適正配置
計画（令和2年 3月改訂）

（基本方針）

旭川市立小・中学校適正配置
計画（令和７年○月改訂）

（素案）
はじめに 第１ 計画の改訂 新設
1 本市の現状と課題 １ はじめに
2 適正配置の考え方 ２ 計画改訂の趣旨 新設
(1) 適正な学校規模の確保 ３ 計画期間 「適正配置の進め

方」から移動(2) 学校・家庭・地域の連携を
踏まえた通学区域の設定 ４ 計画の位置付け 新設

(3) 適切な通学区域の設定 ５ 本市の現状 「本市の現状と
課題」について
項目を分けて
記載

(4) 統廃合を見据えた学校施設
の整備

６ 第 2期の取組
７ これまでの取組を踏まえた状

況，課題(5) 地域拠点校の存置
(6) 特認校の存置 第２ 適正配置の基本方針 「適正配置の考え

方」を「適正配置の
基本方針」として整
理

(7) 保護者・地域の合意 １ 統廃合
3 適正配置の進め方 (1)望ましい学校規模の確保
(1) ブロック別計画の策定 (2)地域拠点校の存置
(2) 計画期間 (3)特認校の存置

(3) 児童生徒の環境変化への
配慮

(4)児童養護施設近隣校の
存置

新設

(4) 保護者・地域との合意形成 (5)通学距離の考慮
(5) 廃校校舎の跡利用 (6)学校施設の有効活用

２ 通学区域の見直し

旭川市立小・中学校適正配置計
画（令和2年 3月改訂）
（ブロック別計画）

第３ 適正配置を進めるに当たっ
ての留意点

「適正配置の進め
方」を「適正配置を
進めるに当たっての
留意点」として整理１ 保護者・地域の合意

２ 児童生徒の環境変化への
配慮

３ 廃校校舎の跡利用

第４ ブロック別計画 基本方針と合冊
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２ 計画改訂のポイント
改訂に当たり，第３期に向けて，児童生徒数の現状や今後の見込み，第２期までの進捗や教育環境の変化

などを踏まえ，計画の内容を見直しました。
主な変更点は，次のとおりです。

表紙 変更点

「旭川市立小・中学校適正
配置計画（令和２年３月
改訂）」を
「旭川市立小・中学校適正
配置計画（令和７年○月
改訂）」
に変更



3

ｐ４ 変更点

ｐ５ 変更点

・計画の策定経緯や改訂に
ついて「はじめに」で説明，改
訂の趣旨は「２ 計画改訂
の趣旨」に分けて記載。

・今回の改訂趣旨の項目を
新設，整理して記載。

・適正配置の取組，統廃
合，通学区域の見直しにつ
いて分かりやすい説明を追
加。
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ｐ６ 変更点

・上位計画や関連計画との
関連を記載。
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ｐ７ 変更点

・令和６年度現在の人口
や児童生徒数，将来推計
に更新。
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ｐ８ 変更点

・学校数と学校規模の推移
を追加，過去の状況や将
来の推移について記載。
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ｐ９ 変更点

・学校規模の推移について
分かりやすい１校当たりの
児童生徒数推移の表を追
加。

・令和６年度の状況に更
新。
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ｐ１０ 変更点

・第２期の取組内容につい
て記載。
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ｐ１１ 変更点

・第２期の取組を踏まえ，
基本方針を整理する際のポ
イントを記載。
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ｐ１２ 変更点

・学級編制基準と教職員
配置基準についての説明を
追加。

ｐ１３ 変更点

・教職員配置基準についての
説明を追加。
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ｐ１４ 変更点

ｐ１５ 変更点

・第２期までの取組で受けた
意見等も踏まえ，「適正な
規模の学校の確保」を「望ま
しい規模の学校の確保」に表
記を変更。
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ｐ１６ 変更点

・考え方に変更なし，文言
整理。

・考え方に変更なし，文言
整理。
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ｐ１７ 変更点

・考え方に変更なし，文言
整理。

・児童養護施設近隣校を
存置することを記載。

・「適切な通学区域の設
定」を「通学距離の考慮」に
変更。
・考え方に変更なし，文言
整理。
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ｐ１８ 変更点
・「統廃合を見据えた学校
施設の整備」を「学校施設
の有効活用」として整理，
都市機能としての役割につ
いて記載。

・学校の小規模化による影
響の例を記載。
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ｐ１９ 変更点

・考え方に変更なし，文言
整理。



16

２０ 変更点

ｐ２１ 変更点

・考え方に変更なし，文言
整理。

・考え方に変更なし，文言
整理。

・考え方に変更なし，文言
整理。
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ｐ２２ 変更点

ｐ２３ 変更点

・第3期の取組概要を記載。
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ｐ２４ 変更点

・考え方に変更なし
・令和７年４月１日現在
の状況に更新。
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ブロック別計画の変更点について
ブロック別計画については，各ブロックの説明のほか，各中学校の通学区域ごとに，取り組むべき課題や適正配置
の進め方，通学区域の地図を記載しています。改訂に当たって，分かりやすい表記となるよう，次のとおり見直しまし
た。
※「１ 中央・東・東旭川ブロック」，「愛宕中学校の通学区域」を例に，主な変更点を説明。

各ブロック 変更点

・各ブロックに，ブロックの位
置が分かる配置図，ブロッ
ク別の学校一覧を追加。
・現計画で各ブロックに記載
していた児童生徒数や目指
す将来像の表は，各中学
校の通学区域ごとに記載す
ることとし，削除。

・現在の状況に内容を更
新。
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各中学校の通学区域 変更点
・「取り組むべき課題」は，
現在の課題に更新，適正
配置が完了した課題につい
ては【完了】，新たに追加と
なった課題については【新
規」と記載。

・ブロック説明に記載してい
た「目指す将来像」を各中
学校の通学区域ごとに記
載。

・ブロック説明に記載してい
た中学校の生徒数，関係
する小学校の児童数を記
載。

・通学区域の見直しが必要
な学校がある場合は，「小
学校の進学先中学校とその
居住割合」を記載。

・「適正配置の進め方」に，
第１期，第２期の状況，
第３期の進め方を記載。
※中学校の通学区域内の
適正配置が全て完了してい
る場合は，第３期欄はなく
「適正配置完了」と記載。
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各中学校の通学区域 変更点
・取組結果を現状に合わせ
て記載
・統廃合，通学区域の見
直しについては，該当する
期に保護者や地域と協議を
を進めていることから，現状
に合わせ「統合（通学区の
見直し）に向けて，保護者
や地域と協議を進めます」に
修正。

・「平成２７年度当初(計
画開始時)」の通学区域図
を「本計画の取組内容」に
変更。
・通学区域図は変更なし，
該当する期又は完了した期
を表示。

・実施内容に，第２期まで
の実施内容を追記。

・「令和２年度当初(第２
期開始時)」の通学区域図
を「令和７年度(第３期当
初)の通学区域」に変更
・適正配置が完了した場合
は【完了】，一部の適正配
置が完了した場合は【一部
完了】と明記。

※計画当初から令和７年
度当初までに通学区域に変
更がない場合は，記載な
し。

見直しにより統廃合対象から除外となった学校
北星・春光・東鷹栖ブロック 北星中・啓北中の通学区域 啓北中 ｐ５５

神居，江丹別ブロック
神居中の通学区域 台場小 ｐ６５
忠和中・江丹別中・嵐山中の通学区域 江丹別小，江丹別中 ｐ６９
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ｐ８２ 変更点

・第３期に取り組む対象校
を，統廃合，通学区域の
見直しの別に記載。
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ｐ８３ 変更点


